






スを調査した研究はまだ少ない（Black, 1990; Black 
































思 決 定 能 力 ）」 の 4 点 を あ げ て い る（Black, 






る（Bird and Osland, 2003; Boyacigiller, Beechler, 
Taylor and Levy, 2004）。また Matsumoto はパーソ
ナリティと行動の異文化対応能力への影響を分析
している（Matsumoto, LeRoux, Bernhard and Gray, 
2004）。




らないとしている（McCall and Hollenbeck, 2002）。
　しかし，このように過去に実施されたグローバ
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は 少 な い。 そ の な か で も，Mendenhall and 
Osland（2002）は，先行研究で取り上げられたグ
ローバルコンピテンシーをその特質から，6 種類
に 類 型 化 し た（Business Expertise, Organizing 






Kozai グ ル ー プ1 は，2002 年 は Mendenhall と







































































Global Job Competency 1 業務処理＆業務管理能力（業務処
理を効率よく管理できるか）
Global Job Competency 2 従業員管理能力（従業員をどのよ
うに効果的に管理できるか）




Norihito Furuya, Allan Bird, Michael J. Stevens, Gary Oddou, Mark Mendenhall: グローバルコンピテンシー醸成のメカニズム
部分だけを抽出して活用した。　　　　　　　
Ⅲ　研究モデル分析内容
1　研 究 対 象
　本研究におけるサンプルの対象者は，東証一部
に上場された日本企業の 5 社の海外駐在経験者で，










2　測 定 尺 度
　本研究の分析尺度として，Kozai グループが開
発したグローバルコンピテンシー醸成測定尺度









Model 構築の自由度の高い SPSS 社の AMOS5 を
活用して，共分散構造分析による分析を実施した。
調査実施時は 2004 年 8 月から 2005 年 3 月に実施
された。 
4　仮 説 構 築
　本研究者グループは，グローバルコンピテン
シー定義理論，グローバルコンピテンシー学習理









































　仮 説 1 : 「企業の組織面」の対応が高ければ高い
ほど，「業務マネジメントコンピテンシーの















　仮 説 2 : 「個人的特質面」が高ければ高いほど，
「業務マネジメントコンピテンシーの醸成レ













　仮 説 3 : 海外における「個人の海外適応面」が
高ければ高いほど，「業務マネジメントコン
ピテンシーの醸成レベル」は向上する（path 






























Mean 標準偏差 1 2 3 4
1．企業の組織面 3.45 0.49 （0.83）
2．個人の特質面 2.67 0.24 0.43 ＊＊ （0.81）
3．個人の海外適応面 3.31 0.47 0.39 ＊＊ 0.31 ＊＊ （0.82）
4．G. C. 醸成（業務）レベル 3.56 0.51 0.48 ＊＊ 0.53 ＊＊ 0.19 ＊＊ （0.90）
n ＝ 305. ＊＊ p＜ .0.1
相関行列の対角線上の括弧内はクロンバックα信頼性係数。
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きる。この path 1, 2, 3 の各パス係数の有意性の
検定結果は，path 1 が，p ＝ .00, path 2 が，p ＝ .00
であり，それぞれ有意性が確認された。ただし，






すなわち，CMIN ／ DF が 2.90, RMR が 0.02, GFI
が 0.94, AGFI が 0.89, CFI が 0.94, RMSEA が 0.08, 





7　仮 説 検 証
　以上のような分析結果から，「組織面」と「個
















































































































































Model CMIN/DF RMR GFI AGFI CFI RMSEA AIC
Job Comp Acquisition 2.90 0.02 0.94 0.89 0.94 0.08 195,062
28






Furuya, Bird and Mendenhall, 2006）。
注　　　　　　　　　
1　グローバル組織人事研究で高名なアメリカの研究者が
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